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序論
WilliamMakepeaceThackeray(1811-63)が1857年５月に執筆を始めたＴﾉｂｅⅥｿQgf"〃ｓ
は,1857年11月から1859年９月までの24ヶ月間にわたって月刊誌として分冊で刊行された。
単行本としては1858年と59年にロンドンのBradbury＆Evans社から２巻本で出版された')。
この作品はＴ肱ＨｉＳｊＷｙｃＷＹｂ"r)ﾉＥＳ醜0"‘（1852）の後日讃であり，アメリカのヴァー
ジニアへ移住し,キャスルウッド大農園を築いたHenryEsmondの孫で,双生児のGeorge
EsmondWarrington2)とHenryEsmondWarrington3)とを主人公とし，その異なる`性格
のゆえにイギリスで対照的な人生を送り，アメリカ独立戦争でイギリスとアメリカの双方
に別れて戦うという物語である。
Ｔｈｅ岡)Qgi"伽ｓは連載発表中から評判が芳しくなかった。Thackeray自身も執筆中か
ら物語が陳腐で,新鮮さに欠け,物語進行が緩慢で失敗作であると認めていたようであるの。
特に，アメリカ独立戦争で兄弟が相別れて戦うという劇的で運命的な背景を持ちながら，
実際はイギリス上流社会の享楽的な生活に染まってゆくHarryと，イギリス文壇で貧しい
文筆生活に苦労するGeorgeの物語りが大半で，独立戦争の場面は最後の数章にしかすぎ
ない。しかも，GeorgeとHarryが実際に戦争で対立して戦う物語も僅かしか描かれてい
ない。
この点で，Ｔ〃ｅＷ増/"伽ｓはCharlesDickensのＡｎｚ/ｂｑ/Ｔｌ(ﾉｏＣｊ胸（1859）に比
べて，物語の劇的盛り上がりに欠けていた。Dickensはその作品でフランス革命時代の動
乱のパリとロンドンを舞台にして，愛する女性のために彼女の夫の身代わりになって断頭
台の露と消えるという，感傷的ながら感動的な物語を巧みに描いている。Ａｍｂｑ/､、ﾉｏ
Ｃ伽ｓとＴｈｅ両'igj"伽ｓはフランス革命とアメリカ独立戦争という大きな歴史的事件を
背景にした小説で，ほぼ同じ時期に著されたと考えられるのだが，その後の両作品の評価
には大きな違いがある。その原因はいずれにあったのだろうか。
本小論では，Ｔ肋Ｖ７７ｇｊ"伽ｓの18世紀後半のイギリスとアメリカを舞台に，Georgeと
Harryの対照的な兄弟の波欄に富む青年時代の物語と，彼らをめぐる人間関係，特に母と
子の相克の関係などによって構築された物語と性格描写を分析・検討し，イギリス上流社
会の保守的な秩序や，享楽的な生活と，それに対して一般市民社会の中にThackerayが
模索した新しく健全な人生観，価値観などについて論述したい。
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第１章memJU〃α"ｓの物語構成について
１．Ｚ肋Ｗ“"jtz"ｓの構想
ThackerayがＴ肋Ｊ/ｉｉ増/"jZz"ｓを執筆する際に抱いていた作品の構想は，GordonN・
Rayが記しているように5)，GeorgeとHarryの双生児の兄弟がアメリカ独立戦争でイギ
リス軍とアメリカ軍とに別れて戦うという劇的な事件と，兄弟が－人の娘を愛するという
ことの愛の苦悩を描くことであった｡Thackerayは６年前にＴ肱Ｈ海わびCl/Ｈｂ"ryEMzo"‘
（1852）を書いたときからこの構想を心に抱いていたようで，友人に手紙で伝えていた。
しかし，作品は全編で92章からなるが，その大半は，享楽的な生活をするイギリス上流
社会において，競馬やカード賭博などに没頭したHarryの放蕩な生活と，Georgeの貧困
に耐えながら堅実な生活の闘いを中心に，彼らをめぐって繰り広げられる人間関係と，そ
こに織りなす愛と憎しみや，欲望と誘惑などの物語である。アメリカ独立戦争が勃発し，
GeorgeとHarryが戦争に巻き込まれてゆくのは84章になってからであり，激しい戦闘の
中で，兄弟が対立して戦うのは91章になってから語られる。
イギリスへ行ったHarryはEugeneCastlewood卿の姉のMariaEsmondを愛して婚
約するが，Mariaは彼が放蕩な生活を続けることに嫌気が差し，Harryも彼女への愛が冷
めて，二人は婚約を破棄する。また，HarryはBeatrixBernstein男爵夫人の供をしてタ
ンブリッジ・ウエルズ（TunbridgeWells）へ行ったとき，彼が落馬してLambert大佐
の家族に介抱されるが，その娘HettyがHarryに思いを寄せる。しかし，彼は彼女がわ
がままなことを知って,彼女を愛することはなかった｡Harryはヴァージニアに帰ってFanny
Mountainと結婚する。
これに対して，ロンドンで生活していたGeorgeに,母のRachelEsmond夫人7)はＬｙｄｉａ
ＶａｎｄｅｎＢｏｓｃｈと結婚することを願うが，彼はTheoLambertと親しくなって結婚する。
このように，作者が当初の構想で考えたGeorgeとHarryの兄弟が同一の女性を愛する
ことはなかった。したがって，Ｚ肋Ｍｉ“"わ"sは分冊連載発表される過程で，当初の作者
の構想とはかなり変わった作品になった。
２．物語の背景
物語の主要な舞台はアメリカ･ヴァージニアの植民地社会から始まる。それはGeorgeと
Harryの母RachelEsmond夫人が夫の死後，広大な土地を相続し，奴隷を使ってタバコ
や穀物を栽培する大農園を独力で経営していたアメリカ・プランテーションの世界であっ
た。イギリスの古い伝統と秩序に束縛された世界に比べ，アメリカは新しい世界ではあっ
たが，ヴァージニア植民地の大土地を所有し，植民地の政治，経済を支配する大農園主た
ちは祖国イギリスに忠実で，イギリスと同じ秩序と'慣習を守って生活していた。アメリカ
合衆国の独立前のヴァージニアほど貴族的な世界はなく，GeorgeもHarryもイギリス国
王に忠実で，イギリスの制度を完全に守るように養育されたことが次のように語られてい
る。
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Eretheestablishmentoflndependence，therewasnomorearistocratic
countryintheworldthanVirginia;sotheVirginians,whosehistorywehave
tonarrate,werebredtohavethefullestrespectfortheinstitutionsofhome，
andtherightfulkinghadtwomorefaithfullittlesubjectsthantheyounｇｔｗins
ofCastlewood8)．
しかし，ヴァージニア大農園を舞台とする物語は，GeorgeとHarryの幼年時代から青
年時代までを描いた12章までにすぎない。Georgeの戦死の知らせの後にHarryがイギリ
スヘ渡る14章から，放蕩なイギリス生活に行き詰まり，傷心のうちに軍隊に入ってイギリ
スを離れる61章までの物語の舞台はヴァージニアから，イギリスのキャスルウッドやタン
ブリッジ･ウエルズ，ロンドンなどの貴族社会へと移る。Georgeが捕虜収容所を脱走して
無事にイギリスに姿を現わした48章以後も，二人に係わる物語の舞台はロンドンの貴族社
会となる。
イギリス貴族社会は名誉や体裁，地位や財産などを尊重する世俗的な世界であった。イ
ギリスに来たHarryが大きな財産を相続することになっているという噂に,彼の周囲の人々
が彼に追従することを，叔母のBernstein男爵夫人は次のように語って忠告することから
もよく理解される。
“Ｙｏｕａｒｅｍａｋｉｎｇｙｏｕｒｅｎｔｒｙｉｎｔｏｔｈｅworld,ａｎｄｔｈｅｇｏｌｄｋｅｙｗｉｌｌｏｐｅｎｍｏｓｔ
ｏｆｉｔｓｄｏｏｒｓｔｏｙｏｕ・ＴｏｂｅｔｈｏｕｇｈｔｒｉｃｈｉｓａｓｇｏｏｄａｓｔｏｂｅｒichYouneednot
spendmuchmoney､Peoplewillsaythatyouhoardit,andyourreputationfor
avaricewilｌｄｏｙｏｕｇｏｏｄｒａｔｈｅｒｔｈａｎｈａｒｍ・You，ｎｓｅｅｈｏｗｔｈｅｍｏｔｈｅｒｓｗｉｌｌ
ｓｍｉｌｅｕｐｏｎyou,andthedaughterswillcurtsey1Don，tlooksurprised1…'’９）
この作品の背景はアメリカ・ヴァージニアの植民地世界と，イギリス貴族社会とであっ
たが，それは必ずしもイギリスの保守的な秩序と伝統的な,慣習の旧世界と，アメリカの自
由と平等を求める新世界との対照的設定にはなっていない。
３．史実の傍証
この作品は，ＥＺﾉﾌﾞ"6"）69ﾉﾉﾙZﾉﾉｾZ(ノも指摘しているように'０)，歴史小説というより，歴史
の枠組の中で，史実を活用して物語を構成しながら，主題は18世紀後半の物質的繁栄の中
で，精神的活性を失ったイギリス貴族社会の秩序，道徳，慣習の中に生きる青年を描写す
ることにあった虚構の物語であるといえよう。
物語中には，国王，貴族，聖職者，文筆家など実在した社会的著名人が数多く言及され
ている。例えば，1760年のイギリス国王GeorgeIIの逝去と，Georgelllの即位を初め，
イギリス歴史の時代を画する事実や，アメリカ独立運動の原因の一つとなった1765年の印
紙条例の制定や，1776年７月４日の13植民地による独立宣言の採択など，アメリカ合衆国
の独立にいたる主要な事件が言及されている。特に，アメリカ独立宣言が発表された状況
や，その自由と平等，主権在民の理念を次のように述べているのは注目される。
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ＷｈｅｎｗｅｗｅｒｅａｗａｙｏｎｏｕｒＳｏｕｔｈＣａｒｏｌｉnaexpedition,thefamousFourth
ofJulyhadtakenplace,andweandthethirteenUnitedStateswerepartedfor
ever､ＭｙｏｗｎｎａｔｉｖｅｓｔａｔｅｏｆＶｉｒｇｉｎｉａｈａｄａlsodistinguisheditselfbyannounc‐
ingthatallmenareequallyfree;ｔｈａｔａＵｐｏｗｅｒｉｓｖｅｓｔｅｄｉｎｔｈｅｐｅｏｐｌｅ,ｗｈｏ
ｈａｖeaninalienablerighttoalter,reform,orabolishtheirformofgovernment
atpleasure，ａｎｄｔｈａｔｔｈｅｉｄｅａｏｆａｎｈｅｒｅｄｉｔａｒｙｆｉrstmagistrateisunnatural
andabsurd111）
また，実在した文筆家について言及している個所も少なくない。当時，批評家として著
名であったSamuelJohnsonは，ロンドンのコーヒー・ハウスに集まる文学者サークルの
重鎮として登場する。劇作に励んでいたGeorgeが作品の批評を求めたところ，Johnson
は居眠りをしていたため何も答えられなかったと，次のように椰楡して描かれているとこ
ろもある。
ＷｈｅｎＭｒ､Warringtonhasfinishedreadinghistragedy,heturnsroundto
MrJohnson,modestly,andasks,－
“Ｗｈａｔｓａｙｙｏｕ,sir？Ｉｓｔｈｅｒｅａｎｙｃｈａｎｃｅｆｏｒｍｅ?'，
Ｂｕｔｔｈｅｏｐｉｎｉｏｎｏｆｔｈｉｓｍｏｓｔｅｍｉｎｅｎｔcriticisscarcetobegiven,ｆｏｒＭｒ．
Ｊohnsonhadbeenasleepforsometime,andfranklyownedthathehadlostthｅ
ｌａｔｔｅｒｐａｒｔｏｆｔｈｅｐｌａｙ・’2）
その他，スコットランドの政治家であったＪｏｈｎＨｏｍｅ（1722-1808）が1756年に悲劇
"Douglas'，を発表して成功したこと，Ｈz"e〃やＣ/tmSsaの作者SamuelRichardsonが
1761年に死去したことなど，実在人物の動静が記されている。
このように，史実を時代背景に巧みに取り入れて，１８世紀後半のイギリスとアメリカの
歴史的枠組みの中で，それぞれの社会生活と風習を描き出して，物語の背景を構成してい
る'3)。
第２章登場人物と筋の構成
１．主な登場人物
ＴｈｅＷ'igi"わ"ｓはJulietMcMasterも述べているように'4)，事件の発展より，人間関
係によって物語を構成した小説である。特に，双生児GeorgeとHarryの対照的中心人
物のそれぞれ波潤に富んだ人生と，二人をめぐるさまざまな人物との人間関係によって，
二人の興味深い人物像と，イギリス社会の実態が浮き彫りにされて行く。
Ｈｂ"ｿCyEb”o〃の主人公HenryEsmond大佐とFrancisCastlewoodの未亡人Rachel
（Castlewood)が結婚してアメリカのヴァージニアに移住し，広大な土地を買って農園を
営んだ｡彼らの一人娘RachelEsmondはGeorgeWarringtonと結婚して,双生児のGeorge
とHenry（Harry）が生まれた。この兄弟が物語の中心人物である。RachelEsmondの
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夫は早く亡くなり，彼女は遺産を相続して独りで農園を経営する。
Rachel(Castlewood)には前夫FrancisCastlewoodとの間にBeatrixとFrancisJames
Castlewoodの二人の子供がいた。Beatrixは比"７qyEs醜o〃にもわがままな娘として登
場していたが，彼女はThomasTusher主教と結婚し，夫の死後，Bernstein男爵と再婚
したが，再び夫が亡くなり，この作品ではBeatrixBernstein未亡人としてイギリス社交
界の生活を楽しんでいた。
FrancisJamesCastlewoodも二度結婚していて，先妻との間にMariaとEugeneの二
人の子供があり，Harryがイギリスへ行ったとき，Eugeneが競馬やカード賭博などの遊
び相手になり，MariaにはHarryが,思いを寄せていたことがあった。
Georgeが准男爵の地位と財産を相続したMilesWarrington卿は，父GeorgeWarrin‐
gtonの兄でGeorgeの伯父であった。
Ｔ彫Ｗ'9力0伽ｓに登場する主要な人物をCastlewood家の家系図で示すと，次のとおり
である。
ア
メ
リ
カ 腿……［笙二1W;H1悪。…Ⅲ…|｢---町'…､夫人偶鵲偽
膳レイ騏ｨiiiiiim＝イギリス
２．物語の筋の構成
ゴルＷ７ｉｇｊ"伽ｓの物語の梗概を主要な点のみ要約して述べると，次のとおりである。
１．GeorgeとHarryの兄弟は互いに仲がよかったが,'性格は異なっていた｡兄のGeorge
は温和でまじめな'性質であり，誠実な青年であったが，弟のHarryは明朗で活発，率
直だが楽天的な`性質で，遊び好きな青年であった。
２．Georgeはフランス軍と戦うBraddock将軍の遠征軍に加わる。遠征軍は敗北し，
Georgeは戦死したと伝えられる（13章)。
３．Harryはイギリスヘ渡り（14章)，キャスルウッドに住む親戚のCastleｗｏｏｄ卿と
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その家族を訪ねる。彼は親戚の人々に歓迎され，伯母のBernstein男爵夫人に特別な
寵愛を受けながらも，放蕩な生活に溺れてゆく（16章)。
４．Harryは伯母の供をしてタンブリッジ･ウエルズヘ行くが，途中で落馬して負傷し，
Lambert大佐とその家族の介抱を受ける（21章)。‘怪我が癒えたHarryはタンブリッ
ジ・ウエルズで伯母たちと合流して，社交界の生活を楽しみ，放蕩な生活に没頭する
（28章)。
５．ロンドンへ帰ったHarryは賭博で金を使い果たし，負債のため逮捕される(45章)。
そのとき，思いがけずGeorgeが現れて，弟の負債を弁償する（48章)。Georgeは負
傷して捕虜になっていたが，脱走してきたのであった。HarryはKingsley連隊に入
り，旗手としてフランス海岸への遠征に加わる（65章)。
６．Georgeはロンドンで文筆生活に専念し，彼の著した悲劇がコヴェント・ガーデンで
上演され，好評を博す（68章)。彼はTheodosiaLambertと結婚する（79章)。
７．Georgeの結婚に反対していた母Rachelからは送金も止められ，彼の２作目の劇
が失敗したため収入も途絶えて貧困に苦しむ（81章)。しかし，彼は叔父のMiles
Warrington卿の地位と財産を相続し,イギリス貴族として生きてゆくことになる(85章)。
８．失意のHarryはWolfe将軍のカナダ遠征軍に従軍してケベック攻略に加わるが，
ヴァージニアに帰って土地を購入し,母の反対を押してFannyMountainと結婚する。
９．アメリカ独立戦争が勃発し，Georgeはイギリス軍に，Harryは植民地軍につく（８６
章)。しかし，イギリス側にあって，生ま故郷のアメリカと戦うことに疑問を抱いてい
たGeorgeは，弟の軍隊と戦っていることを知ってイギリス軍を去ってイギリスに帰
国する（91章)。Harryは最後まで戦い，功績をあげる。
第３章作品の不統一性について
１．主題の不統一
Ｔ〃ｅ岡,ig伽、"ｓはその物語の構成が前半と後半では大きく変化し，一貫性に欠けると
HermanMerivaleが批判している'5)。たしかにこの作品ではHarryを中心にした物語か
ら，Georgeを中心にした物語に変わってゆく。したがって，そこで語られる物語の主題は
異なることになる。しかしこの主題の変化はどのような目的でなされたのであろうか。
また，その変化にはどのような意味があるのだろうか。果たして，主題の変化が作品を不
統一にしているのだろうか。この点lこって検討したい。
この作品の最初の１章から13章までは，GeorgeとHarryの幼年時代の生活が語られ，
ヴァージニアの植民地世界と，そのキャスルウッド大農園を支配するRachelEsmondの
農園主としての威厳と，母親としての愛情と，Georgeの母親への反発などが中心主題で
あった。
それに引き続く１３章から47章までは，Harryがイギリスで競馬やカード賭博に耽る放蕩
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を生活が主な物語である｡Harryはヴァージニアの大農園を相続するだろうという噂で人々
から追従され，賭博に勝って得意な生活を送るが，やがて賭博に負けて無一文になり，負
債のため留置されて，彼の放蕩な生活も破滅に至る。結局，Harryはイギリス社会に溶け
込むことができなくて，イギリス社会を去ることになる。
後半の48章から85章までは,Georgeがイギリス社会で文筆家として貧しい生活と闘いな
がら生きてゆく経緯が主な物語である。彼は叔父のMilesWarrington卿の准男爵の地位
と財産を相続して，結局，イギリス上流社会に同化してゆく。
このように,失意のHarryが遠征軍に加わって物語の表舞台から姿を消した後は,George
のイギリスでの生活が物語の中心に描かれてゆく。物語の中心人物の変化とともに，物語
の中心主題が変わっている。この点が物語の一貫性を欠いていると指摘されるところであ
ろう。
しかし，Harryの放蕩な生活は，イギリス上流社会の人々自身の名誉:や物質本位で，軽
薄な人生観，価値観を露呈させる役割を十分に果たしていたと考えることができるだろう
し，Georgeの着実に努力する生活は，イギリス社会の新しい堅実な人生観と価値観をもっ
た紳士像を描き出すことになったと考えることができるだろう。したがって,前半のHarry
を中心とした物語から，後半のGeorgeを中心とする物語に不統一に変化したのではなく，
イギリス社会の善意と私欲，堅実と軽薄などの明と暗の特質を対照的に描き出そうとした
ものと言えよう。
２．叙述の不統一
この作品は作者自身が話し手となって物語を語る形式で始まる。ところがう７３章からGeorge
が話し手に変わってゆく。この点について検討したい。
作者は作品の冒頭で話し手が想像力を十分に発揮して，過ぎ去った時代や人々を生き生
きと描きたいと，次のように書いている。
…poringoverthedocuments，Ihavetriedtoimaginethesituatioｎｏｆｔｈｅ
ｗｒｉｔｅｒ，ｗｈｅｒｅｈｅｗａｓ，andbywhatpersonssurroundedlhavｅｄｒａｗｎｔｈｅ
ｆｉｇｕｒｅｓａｓｌｆａｎｃｉｅｄｔｈｅｙwere;setdownconversationsaslthinklmighthave
heardthenandso，ｔｏｔｈｅｂｅｓｔｏｆｍｙａｂｉｌｉｔｙ，endeavouredtorevivifythe
bygoneｔｉｍｅｓａｎdpeopleWithwhatsuccessthetaskhasbeenaccomplished，
ｗｉｔｈｗｈａｔｐｒｏｆｉｔｏｒａｍｕｓｅｍｅｎｔｔｏｈｉｍself，thekindreaderwillpleaseto
determine'6)．
物語は主に話し手の客観的叙述と，登場人物の会話によって進行してゆく。ただし，
Thackerayの癖で，話し手が一人称の叙述で顔を出すことが少なくない。例えば，７３章で
アメリカ独立戦争について詳しいことは判らないが，アメリカが祖国イギリスに勝利した
と，次のように作者が一人称叙述の形式で私見を述べているのがその例である。
Well,then,whathappenedIknownotonthatdisgracefuldayofpanicwhen
畠中康男８
yourfatherfledthefield，nordaredtoseetheheroinesengage;ｂｕｔwhenwe
returnedfromourshooting,thebattlewasover,Americahadrevolted,and
conqueredthemothercountry'7)．
８１章でGeorgeとその妻Theｏとの新婚生活を語るとき，話し手は十分注意して語らな
ければならないと，次のように語る’１，は，明らかに作者である。
－Iknowthatloughttobeverycautiousinnarratingthisearlypartofthe
marriedlifeofGeorgeWarrington,Esquire,andTheodosiahiswife-18）
ところが，次の82章ではGeorgeと妻のTheｏとが息子をGeorgeではなくMilesと名
づけることにしたと，次の叙述のように語る話し手'1,がGeorgeに変わり，
…ａｎｄＴｈｏｅａｎｄｌａｇｒｅｅｄｔｈａｔｏｕｒｃｈｉｌｄｓhouldbecalledafterthatsingle
littlefriendofmypaternalracel9)．
84章でも，冒頭にヴァージニアでの少年時代を振り返って次のように語る話し手がGeorge
になっている。
Ｉｎｏｕｒｅａｒｌｙｄａｙｓａｔｈｏｍｅ,ｗｈｅｎＨａｒｒｙａｎｄｌｕｓｅｄｔｏｂｅｓｏｕｎｄｕｔｉｆultoour
tutor，whowouldhavethoughtthatMr，EsmondWarringtonofVirginia
wouldturnBear-leaderhimself？２o）
小説作法において話し手が代わるということは，物語の叙述の視点が変化することで，
一般には異例なことである。このような異例なことをしたのはなぜであろうか｡Thackeray
が無意識で行ったとは考えられない。当然，何らかの理由で話し手を代えたものと考えら
れる。その理由の一つは，物語がアメリカ独立戦争となり，戦争や独立の原因や実`情，結
果など，政治的問題の批判や評価を伴う記述を，全知の話し手である作者自身が語ること
は批判を浴びかねない。それゆえ，登場人物の－人に語らせるほうが好ましいと考えたの
からではないだろうか。イギリス人作家であったThackerayが自ら意見として述べるよ
り，イギリスの立場で観察して叙述するGeorgeの話し手に変えることにしたのであろう。
第４章ＴｌｂｅＶＨＪＷＵｉａＪｚｓの人間関係について
1．GeorgeとHarryの'性格描写|こって
GeorgeとHarryは双生児の兄弟ながら，彼らの`性格は異なり，二人はそれぞれ異なる
人生を歩んで，最後にはアメリカ独立戦争で互いに敵対する立場に戦うことになる。
Georgeは寛大で温和，誠実な性格である。彼は幼い頃は勉強好きだが内気で気難しい少
年であったことが，次のように述べられている。
Georgewasademurestudiousboy,ａｎｄｈｉｓｓｅｎｓｅｓｓｅｅｍｅｄｔｏｂｒｉｇｈｔｅｎｕｐin
thelibrary,wherehisbrotherwassogloomy・Ｈｅｋｎｅｗｔｈｅｂｏｏｋｓｂｅｆｏｒｅｈｅ
ｃｏｕｌｄｗｅｌlnighcarrythem,andreadinthemlongbeforehecouldunderstand
them21)．
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それに対して，Harryは明るく，活発な性格であった。彼が幼い頃から黒人の少年相手
にボクシングしたり，狩りや魚釣りなど野外での遊びに興味を持っていたことを，次のよ
うに描いている。
Harry,ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,ｗａｓａｌｌａｌｉｖｅｉｎｔｈｅｔａｂｌｅｓｏｒｉｎｔｈｅwood,eager
forallpartiesofhuntingandfishing,ａｎｄｐｒｏｍｉｓｅｄｔｏｂｅａｇｏｏｄｓｐｏｒｔｓｍａｎ
ｆromaveryearlyage22)．
GeorgeとHarryの性格の相違は，彼らの生まれ育った環境によるものであろう。ヴァ
ージニアの大農園は，イギリス社会と同じように，兄弟の序列が厳格で，長子が地位，財
産の相続権を有することによって家族の秩序を維持する`慣習があった｡したがって,George
とHarryは双生児で，生まれ出てきたのは－時間程しか違わなかったが，Georgeが家長
となる特権が与えられていた。彼らの祖父が亡くなったとき，RachelEsmond夫人は兄の
Georgeが地位，財産を相続し，弟のHarryは常に兄に敬意を払わなければならないと，
次のように語っているごとく，アメリカ植民地の大農園は保守的な社会であった。
Whentheboys'grandfatherdied,theirmother，ingreatstate，proclaimed
hereldestsonGeorgehersuccessorandheiroftheestate;andHarry,George，s
youngerbrotherbyhalfanhour,wasalwaysenjoinedtorespecthissenior23)．
２．対照的人生の叙述について
イギリスでのGeorgeとHarryの生活も対照的であった。GeoffreyTillotsonはHarry
が若くて容姿に優れ，人柄もよく活発な青年で，理想的男`性に描き上げようとしたと考え
られると述べているが，どうであろうか24)。Harryは若くて資産があり，容姿も優れ，陽
気で，,快活で，交遊好きで，気前のよい青年であったので，上流社会の人々に好まれ，歓
迎された。その様子は次のように描かれている。
Harrywaslikedbecausehewasrich,handsome,jovial,wellborn,well-bred，
brave;because,withjollytopers,helikedajollysongandabottle;because，
withgentlemensportsmen,helovedanygamethatwasa-footora-horseback；
．．､２５）
さらに，Harryは女'性には謙虚で，内気な表情を示すのでかえって，女性の関ＪＤを引き，
身分の低い人々には気前がよく，また，困らせないように気配りをしていた様子も次のよ
うに描かれている。
because,withladies,hehadamodestblushingtimiditywhichrenderedthe
ladinteresting；because，ｔｏｔｈｏｓｅｈｕｍｂｌｅｒｔｈａｎｈｉｍｓｅｌｆｉｎｄｅｇreehewas
alwaysmagnificentlyliberal，andanxioustospareannoyance26)．
Harryは楽天的で，負債を払えぬために拘留されたとき，彼は過去の放蕩な生活を後』海
しながら，彼を助けてくれる友達が20人もいると思っていた。しかし，彼を助けてくれる
人は誰一人いなかったことが次のように描かれている。
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RemorseforpastmisdeedsandfolliesHarrysincerelyfelt,whenhefound
himselfaprisonerinthatdismallock-uphouse,andwrathandannoyanceat
theideaofbeingsubjectedtotheindignityofarrest;butthepresentunpleas-
antlyhefeltsurecouldonlybemomentary・Hehadtwentyfriendswhowould
releasehimfromhisconfinement:ｔｏｗｈｉｃｈｏｆｔｈｅｍｓｈｏｕｌｄｈｅａｐｐｌｙ,wasthe
qUeStiOn27)．
Georgeはしだいにロンドンの政界や法曹界の人々の知己を得た｡彼はまた劇場に通った
り，文人，演劇関係者の集まるコーヒー・ハウスへ出入りした。彼は読書を好み，静かな
生活を愛してロンドンに定住し，文筆生活に専念する。母からの送金で，出費のかさむ生
活を続けていたが，賭博や競馬などには興味を持たなかった。彼をとりまく環境が彼の行
動に影響を与えたものと，次のように語られている。
Ｈｅｗａｓｎｏｔｗｉｌｄｏｒｅｘｔｒａｖａｇａｎｔｌｉｋｅｈisbrother・Ｔｈｅｒｅｗａｓｎｏｔａｌｋｏｆ
ｇａｍｂｌｉｎｇｏｒｒａce-horsesagainstMr・George;histablewasliberal，hisequi-
Pageshandsome,hispursealwaysfull，ｔｈｅｅｓｔａｔｅｔｏｗｈｉｃｈｈｅｗａｓｈｅｉｒｗａｓ
ｋｎｏｗｎｔｏｂｅｉｍｍｅｎｓｅ・Imentionthesecircumstancebecausetheymay
ProbablyhaveinfluencedtheconductbothofGeorgeandhisfriendsinthat
verymatterconcerningwhich,aslhavesaid,heandhismotherhadbeenjust
corresponding28)．
GeorgeがＴｈｅｏと結婚したことに母は立腹し，彼女からの送金が打ち切られたことと，
第二作の悲劇が失敗に終わったために収入が途絶えて，彼は貧しい生活に追いやられた。
その不運な時期に彼は友人に励まされた喜びを次のように記されている。Harryが苦境に
あるとき，彼の友人が誰も助けてくれなかったのと対照的な違いである。
Thus,ｔｈｅｐａｒｔｏｆｍｙｌｉｆｅｗｈｉｃｈｏｕｇｈｔｔｏｈａｖebeenmostmelancholywasin
truthmadepleasantbymanyfriends，happycircumstances，andstrokesof
luckyforty29)．
３．アメリカ独立戦争をめぐる兄弟の立場
こうして，GeorgeとHarryは異なる人生を歩み，結局，アメリカ独立戦争において兄
弟が敵味方に別れて戦うことになる｡Georgeがイギリス側についたのは,MilesWarrington
卿の財産を相続してイギリスの領主となり，イギリス市民になっていたためであると，次
のように述べている。
NowmycountryisEngland,notAmericaorVirginia:ａｎｄｌｔａｋｅ,ｏｒｒａｔｈｅｒ
ｔｏｏｋ，ｔｈｅＥｎｇｌｉｓｈｓｉｄｅｏｆｔｈｅｄｉｓｐｕｔｅＭｙｓｙmpathieshadalwaysbeenwith
home，wherelwasnowasquireandcitizen:ｂｕｔｈａｄｍｙｌｏｔｂｅｅｎｔｏｐｌａｎｔ
ｔｏｂａｃｃｏ，ａｎｄｌｉｖｅｏｎｔｈｅｂａｎｋｓｏｆＪａｍｅｓＲｉｖｅｒｏrPotomac,nodoubtmy
opinionshadbeenaltered3o)．
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それに対して，Harryがアメリカ側につくが，それは彼の妻のFannyの影響によって
彼が反イギリスの意見を抱くようになり，その結果，彼はしだいにイギリスに抵抗する立
場に傾いていったためであった。その事情は次のように描かれている。
Hiswife,allagreed(andnotwithoutgoodreason,perhaps),hadledhimto
adopttheseextremeantiBritishopinionswhichhehadoflatedeclared;and
hewasinfatuatedbyhisattachmenttothegentlemanofMountVernon，it
wasfarthersaid,whoseopinionsmybrotheralwaysfollowed，ａｎｄwho,ｄａｙ
ｂｙｄａｙ,wascommittinghimselffartherinthedreadfulanddesperatecourse
ofresistance31)．
イギリス軍に加わっていたGeorgeは，生まれ故郷のアメリカを攻撃することに疑問を
抱いた。彼はアメリカが全ての人に自由と平等を約束した新しい世界であったことと，君
主制度の愚かなことを考えると，人には自ら好む政治形態を選ぶ権利があると，次のよう
に述べている。
…IwasaVirginian-mygodfathershadpromisedandvowed,ｉｎｍｙｎａｍｅ，
thatallmenwereequallyfree,(ncluding,ｏｆcourse,theraceofpoorGumbo,）
thattheideaofamonarchyisabsurd,andthatlhadtherighttoaltermyform
ofgovernmentα/’んａｓ"”32)．
アメリカを攻撃するイギリス軍の残虐な戦闘を見て，ますます戦争に懐疑的になってい
たGeorgeは，彼の部隊と激しく戦ったアメリカ軍部隊の中にHarryがいたことを知っ
て，兄弟が敵味方に分かれて戦う戦争の悲'惨な宿命を痛感し，軍隊を去ってイギリスへ帰
る決心をする。Harryは独立戦争が終結するまで戦って，功績をあげるのだが。
このように，物語は異なる性格の兄弟であったGeorgeとHarryが対照的な波澗の人
生を歩んだすえ，最後にイギリス軍とアメリカ軍に別れて互いに戦うという劇的な盛り上
がりになるはずであった。しかし，兄弟相互の殺裁の戦闘を避けて軍隊を去って帰国する
のは，戦争に懐疑的であることや，兄弟が敵味方に分かれて戦うことの悲哀などによって，
戦線離脱の理由をいかに正当化しても，物語の劇的興味をそく･ものであったし，この作品
が不成功に終わるのもやむをえなかったといえよう。
第５章母と子の関係について
LRachelEsmond夫人について
ＴｈｅＪ/ii“"jZz"ｓで注目すべき主題は，RachelEsmond夫人とその息子たちとの親子関
係,母と子の相克の問題である｡Thackerayの小説における母子関係の問題は,ＴｈｃＨＨｓわび
q／〃"ぬ""ｆｓに見られたが，それは主人公ArthurPendennisが過保護な母から自立し
て人生を切り開くことが主題であった。ＴｈｃＶ７？g｢ｊ"わ"ｓにおける母と子の問題は，親の権
威と，自己中心的な考えを息子たちに押し付ける母と，親のもとから離れて自由に人生を
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生きようとる息子たちとの闘いであった。
RachelEsmond夫人は夫が亡くなった後,ヴァージニアのキャスルウッド農園を相続し，
大勢の人や黒人奴隷を使って大農園を一人で経営していた。彼女は農園主にふさわしい強
い'性格と頑固な意思を持ち，絶対的な威厳と自尊心を持っていた。彼女は負けん気が強く，
頑固で強,情な性格の女'性であったことは，次のように描かれている。
Thetruthis,littleMadamEsmondnevercamenearｍａｎｏｒｗｏｍａｎ,butshe
triedtodomineeroverthem､Ifpeopleobeyed,shewastheirverygoodfriend；
iftheyresisted,ｓｈｅｆｏｕｇｈｔａｎｄｆｏｕｇｈｔｕｎｔｉｌｓｈｅｏｒｔｈeygavein33)．
RachelEsmond夫人は農園の使用人に対しても，家族に対しても絶対的な支配者であっ
た。彼女は彼女自身が両親に従順であったように，子供たちにも彼女に従順であるように
求めたと，次のように描かれている。それが農園をいつまでも繁栄させる方法であると考
えていたからであった。
Ｈａｄｓｈｅｎｏｔｏｂｅｙｅｄｈｅｒｐａｐａａｎｄｍａｍｍａduringalltheirlives,asadutiful
daughtershould？Ｓｏｏｕｇｈｔａｌｌｃｈｉｌｄｒｅｎｔｏｏｂｅｙｔｈｅｉｒｐarents,ｔｈａｔｔｈｅｉｒｄａｙｓ
ｍｉｇｈｔｂｅｌｏｎｇｉｎｔｈｅｌand34)．
RachelEsmond夫人は，RobertAColbyも指摘しているように35)，福音派のWarｄ
司祭の影響を受けていたようで，演劇なども好ましく`思わないほど厳格な考えの持ち主で
あり，息子たちはとても厳しく蟻た゜GeorgeとHarryが幼い頃，母の言うことを聞かず，
しばしば言い争っていたことが次のように描かれている。
Afiercequarrelbetweenmotherandsonensuedoutofthisevent､Ｈｅｒｓｏｎ
ｗｏｕｌｄｎｏｔｂｅｐａｃｉｆｉｅｄＨｅｓａｉｄthepunishmentwasashame-ashame;ｔｈａｔ
ｈｅｗａｓｔｈｅｍａｓｔｅｒｏｆｔｈｅｂｏｙ,ａｎｄｎｏｏｎｅ－ｎｏ，ｎｏｔｈｉｓｍｏｔｈｅｒ－ｈａｄａｒｉｇｈｔ
ｔｏｔｏｕｃｈｈｉｍ;ｔｈａｔshemightorderhimtobecorrected，andthathewould
sufferthepunishment,ａｓｈｅａｎｄＨａｒｒｙＯｆｔｅｎｈａｄ,ｂｕｔｎｏｏｎｅｓｈｏｕｌｄｌａｙａｈａｎｄ
ｏｎｈｉｓｂｏｙ36)．
RachelEsmond夫人は息子たちを従順に従わせるために厳しく養育して,保守的な家族
制度と農園経営の功利的な考えを押し付けるのであった。しかも,彼女はGeorgeとHarry
がいつまでも幼い子供のように思って，過保護なほどの愛情を抱き，また，母の思いのま
まにならせようと，息子たちに従順であることを強要した。しかし，彼らが成長してゆく
につれて，自らの意思で行動してゆき，母の思いのままにならず，親子が衝突することが
しばしばであった。特に，息子たちの結婚問題になると，彼女は自らの願望を押し付けて，
息子たちが自分で結婚相手を選ぶことに反対した。
２．Georgeと母の対立について
RachelEsmond夫人はGeorgeとHarryをヴァージニアの大農園のプリンスのように
養育した｡それは名誉と信義を重んじ,勇敢で行動力のある人間であった｡特に長男のGeorge
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|ま農園主の地位と，大農園の財産を相続するものと考えて，過大な期待をもって厳格に養
育した。彼女は福音派司祭の家庭教師Ｗａｒｄに子供たちを厳しく教育させたが,Georgeが
彼に反抗したときヅ次のように厳しく罰するように言った。
“Yes,sir,punish1Ifmeansofloveandentreatyfail,astheyhavewithyour
proudheart,ｏｔｈｅｒｍｅａｎｓｍｕｓｔｂｅｆｏｕｎｄｔｏｂｒｉｎｇｙｏutoobedeencelpunish
younow,rebelliousboy,toguardyoufromgreaterpunishmenthereafter・The
disciplineofthisfamilymustbｅｍａｉｎｔａｉｎｅｄＴｈｅｒｅｃａｎｂｅｂｕｔｏｎｅｃｏｍｍａｎｄ
ｉｎａｈｏuse,ａｎｄｌｍｕｓｔｂｅｔｈｅｍｉｓｔｒｅｓｓｏｆｍｉｎｅ・Youwillpunishthisrefractory
boy,Ｍｒ・Ward,ａｓｗｅｈａｖｅａｇｒｅｅｄｔｈａｔｙｏｕｓｈｏｕｌｄｄｏ,andifthereistheleast
resistanceｏｎｈｉｓｐａｒｔ,myoverseerandservantswillolendｙｏｕａｉｄ''37）
RachelEsmond夫人はいつも絶対的な権力をもって家族や農園の人々を思いどおりに支
配してきた。GeorgeがLambert大佐の娘のＴｈｅｏと婚約すると，RachelEsmond夫人
は彼らの結婚に反対した｡彼女はヴァージニアに広大な土地を購入したＶａｎｄｅｎＢｏｓｃｈの
娘で，大きな財産を相続するLydiaと結婚することを願っていたからである。
Ｔｈｅｏの母親Lambert夫人がRachelEsmond夫人に娘のことをよろしくと願って手紙
を差し出すが，RachelEsmond夫人は次のように丁重だが冷淡な返事を書くのであった。
TheletterwasnotcordiaLandthewriterevidentlybuthalfsatisfied;but,
ｓｕｃｈａｓｉｔｗａｓ,herconsentwashereformallyannounced38)．
また，RachelEsmond夫人は淑やかだが威厳に満ちた手紙でGeorgeに彼の結婚に不
承知なことを告げる。しかし，Georgeは母に逆らってTheｏとの結婚を決心する。彼に
とって母に対する反抗は，次のように描かれているごとく，大きな決断であった。
MylettertoMadamEsmond，announcingmyrevoltanddisobedience
（perhapslmyselfwasalittleproudofthecompositionofthatdocument),Ｉ
ｓｈｏｗｅｄｉｎａｄｕｐｌｉｃａｔｅｔｏＭｒ・Lambert,becauselwishedhimtounderstand
whatmyrelationstomymotherwere,andhowlwasdetermined,whatever
ofthreatsorquarrelsthefuturemightbring，ｎｅｖｅｒｆｏｒｍｙｏｗｎｐａｒｔｔｏ
ｃｏｎｓｉｄｅｒｍｙｓeparationfromTheoasotherthanaforcedone39)．
GeorgeがＴｈｅｏと結婚すると，RachelEsmond夫人は怒って彼への送金を差し止めて
しまう。そのためGeorgeは家庭教師をして貧しい生活に耐えながら，母の感情的で，独
裁的な力に抗して生きてゆかねばならなかった。
３．Harryと母の対立について
RachelEsmond夫人は長男のGeorgeを彼女の農園の後継者として厳しく養育したた
めにしばしば衝突した。他方，Harryは明るく，楽天的な性格であったためか，彼が次男
で相続する財産が少ないことを気懸かりにしていたためか，母は彼に甘く，彼を溺愛した。
例えば，彼女はイギリスから高価な馬車を買ったことを後悔して，次のように語っている。
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MadamEsmonddeeplyregrettedtheexpenseofafinecarriagewhichshe
hadhadfromEngland，ａｎｄｏｎｌｙｒｏｄｅｉｎｉｔｔｏｃｈｕｒｃｈｇｒｏａｎｉｎginspirit，and
cryingtothesonsoppositeher,“Harry,Harry1Iwishlhadputbythemoney
forthee，mypoorportionlesschild-threehundredandeightyguineasof
readymonｅｙｔoMessieurHatchett1''40）
GeorgeとHarryの兄弟はとても仲がよく，母がGeorgeを激しく叱っているとき，
Harryが次のように兄をかばって母に抗議することもあった。
Georgelookeddespairinglyathismｏｔｈｅｒｕｎｔｉｌｈｅｃｏｕｌｄｓｅｅｈｅｒｎｏｍｏｒｅｆor
eyeswelledupwithtears.“Ｉｗｉｓｈｙｏｕｗｏｕｌｄｂｌｅｓｓｍｅ,too,Omymother1，'ｈｅ
said，andburstintoapassionatefitofweepingHarry，ｓａｒｍｓｗｅｒｅｉｎａ
ｍｏｍｅｎｔｒｏｕｎｄｈｉｓｂｒｏｔher，sneck，ａｎｄｈｅｋｉｓｓｅｄＧｅｏｒｇｅａｓｃｏｒｅｏｆｔｉｍｅｓ．
“Nevermind,Ｇｅorge・Iknowwhetheryouareagoodbrotherｏｒｎｏｔ・Don'ｔ
ｍｉｎｄｗｈａｔｓｈｅｓａｙｓ・Ｓｈｅｄｏｎ'tmeanit.'，
“Ｉｃｉｌｂｍｅａｎｉｔ,child,”criesthemother.“Wouldtoheaven-，，
“ＨＯＬＤＹＯＵＲＴＯＮＧＵＥ,ＩＳＡＹ１''roarsoutHarry.“1t'ｓａｓｈａｍｅｔｏｓｐｅａｋ
ｓｏｔｏｈｉｍ,ｍａ'ａｍ・''41）
Georgeの妻Ｔｈｅｏの妹HettyがHarryに好意を寄せていたが，このことをRachel
Esmond夫人は快く思わず，Harryと争いが絶えなかった。しかし，HarryはHettyが
わがままな娘であることを知っていやになり，彼はFannyMountainを愛するようになる。
彼女の母Mountain夫人はかつてRachelEsmond夫人と学校時代の友だちご夫が亡く
なったのち，娘とともにヴァージニアへ来て，RachelEsmond夫人の邸で家政婦として働
いていたことがあった。Harryがそのような使用人の娘と結婚するなど，彼女はとうてい
許せなかった。彼女がFannyに冷淡な態度であったことを，Harryの手紙で次のように
記されている。
“ＡｎｄｙｅｔｍｙＦａｎｎｙｓａｙｓｓｈｅｄｏｔｈｎｏｔｒｅｇretMadam，ｓｕｎkindness，as
withoutitlpossiblynevershoulｄｈａｖｅｂｅｅｎｗｈａｔｌａｍｔｏｈｅｒ４２)．
また，Harryが母の気持ちに反してFannyと結婚したことに，RachelEsmond夫人の
怒りは治まらず，彼の暗く，打ち沈んだ気持ちであったことが，次のように描かれている。
MypoorHalwasoftheentertainment，butgloomyandcrestfallen・Ｈｉｓ
ｍｏｔｈｅｒｓｐｏｋｅｔｏｈｉｍ,butitwasasaqueentoarebelliousprince,ｈｅｒｓon,who
wasnotyetforgiven43)．
このように，GeorgeもHarryも結婚問題では母の反対に抗して闘った。母の反対の根
拠は，息子を資産家の娘と結婚させたいと願ったが，その願いが叶えられなかったことと，
かつての使用人の娘という身分の違う女を勝手に結婚相手に選んだことなど，功利的な目
的と，保守的な身分意識であった。GeorgeとHarryの母との闘いは，彼女の結婚観，価
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値観との闘いであり，母の制約から自立して，彼らの新しい人生を切り開く闘いであった。
結論
ブルＶＹ“"ね"sの物語の背景はアメリカ・ヴァージニアの大農園社会とイギリス上流社
会であったが，大半はイギリスの享楽的な上流社会生活であった。しかも，そこに描かれ
たヴァージニア植民地の大農園は，自由と平等の新しい理念の実現の夢を膨らませる世界
ではなく，母国イギリスに忠誠を誓い，イギリスの伝統的秩序と`慣習を守りながら，繁栄
を求める保守的な世界であった。GeorgeとHarryが生きたイギリス社会は，１８世紀後半
のGeorge国王時代のイギリスで，RobertAColbyも述べているように44)，豊かな物質
的繁栄を遂げ，古い社会体制の絶頂期にあったが，その中にも新しい社会の発芽が予期さ
れた。この作品の主題はイギリス旧世界とアメリカ新世界の社会秩序と風俗習慣を比較し
て叙述するのではなく，伝統的なイギリス上流社会の道徳と秩序の崩壊と，新しく台頭す
るイギリス市民社会の人生観・価値観とを対照的に描き出すことであったと考えられる。
例えば，Harryが負債のために留置されたとき，彼と親しくしていた人々で誰も彼を助け
てくれる人がいないという不親切な，心の冷たい社会であった。それに対して，Georgeが
貧困に困っていたとき，彼の知人，友人が助けてくれた暖かい心に感謝しているが，彼の
生きていた社会はささやかながらも互いに助け合い，励まし合う，暖かい心のかよった人
間の世界であった。
Georgeの妻Ｔｈｅｏは明るく純心で，辛抱強く，愛'情豊かな女'性であり，Georgeが不
遇なとき，彼を励まし大きな支えとなった。彼女が苦しい試練に耐えて，変わらぬ愛情で
彼を支えてくれたことを，Georgeは次のように語っている。
Ｉｌｏｏｋａｔｍｙｏｗｎｗｉｆｅａｎｄａｓｋｈｅｒｐａｒｄｏnforhavingimposedataskso
fraughｔｗｉｔｈｐａｉｎａｎｄｄａｎｇｅｒｕｐｏｎｏｎｅｓｏｇｅｎtlelthinkofthetrialshe
endured,ａｎｄａｍｔｈａｎｋｆｕｌｆｏｒｔｈｅｍａｎｄｆｏｒｔｈａｔunfailingloveandconstancy
withwhichGodblessedherandstrengthenｅｄｈｅｒｔｏｂｅａｒｔｈｅｍａｌｌ４５)．
また，Georgeは貧しい生活に耐えていたときに，友人の親切と，感謝することの喜び，
貧しさの中に喜びや慰めのあることを知ることができたことを,Georgeは次のように語っ
ている。
Ihaveenduredpoverty,butscarcelyeverfounditotherwisethantolerable：
hadlnotundergoneit,Inevercouldhaveknownthekindnessoffriends,the
delightofgratitude,thesurprisingjoysandconsolationswhichsometimes
accompanythescantymealandnarrowfire，ａｎｄｃｈｅｅｒｔｈｅｌｏｎｇｄａｙ，s
labour46)．
このようにThackerayはT腕Ⅵﾉ笘力zjZz"ｓにおいて心温まる真実な人間関係と，誠実な
人々の感謝に満ちた生活と，健全で良識のある社会を描き，真の人生観や価値観を模索す
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ることに務めたのではないだろうか。
Notes
ｌ）1852年と1855年にアメリカ旅行をしたThackerayは，アメリカ・ヴァージニアやペンシルヴァニアの
植民地の歴史や，アメリカ独立戦争などの資料を収集した。Ｚ池脚“"帆ｓを書くにあたって参考に
したのは，GordonN・Ray,Ｔｈａｃ）beｿ､y,TbeAguq/,ＷＭＤ籾ＺＷ７－Ｚ８〃（ndon:OxfordUniversity
Press）によると次の諸書籍であった。
GeorgeBancroft,ゴル刷吻かﾉｑ／仇ｅＡ”eﾉ、z〃＆Z)o/〃ｊｏ〃（1852-54年の英語版）
WilliamBradfordReed,ゴルＬ舵ｑ／Ｅ３伽川と比肱Ａ/11ｃｍﾉα伽ＥＳﾉﾉbeγＲ〃ｑ／Ｐ、"Sy/zﾉα脚
（1853年)，
RobertBeverly,Ｔ〃ｅＨ/S/CDﾉｑ／Ｖ７酒/伽，
Chastellux，Ｔ1ｍひCKS，
Graydon，Ｚ膨眺加o舵ｑ/・ＨｉＳＯｚｗｚＺＹ”ｃ
また，RobertA・ＣＤ/奴Ｔﾉﾉ`zcﾉﾔemylsQz"zﾉａｓｓｑ/HiC腕α"ilb！,Ａ〃Ａ"ﾉﾉﾉoγα"αＨ/S〃6/允（Columbus：
OhioStateUniversity,1978），p394はThackerayが次の書籍を参考にしたと記している。
JohnEstenCooke,ＴｈｃＶ７“"伽ＣＤ”c伽"s；ｏＺＯ〃DCZysノ〃肋ＣＯ〃ＤＣ〃"ｊｏ〃
JohnPendletonKennedy,Ｓｂ(ﾉα"0z(ﾉａｚ〃；０％DcZys加肋ＣＯ/‘ＤＣ〃"ｉｏル
２）以下Georgeと記す．
３）以下Harryと記す．
４）LambertEnnis,Tbdzc1bemyfTﾉｂｅ比"伽e"/ZzノＣｙ城（Evanston:NorthwesternUniversityPress，
1950），ｐ､２０９．
５）GordonN､Ray,０P.ｃ".,ｐ､３８２．
６）第１巻48章と第２巻44章からなるが，本論では92章の通し番号で記す．
７）RachelEsmondWarringtonは夫の死後，自らをMadamRachelEsmondと称していたので，本論
ではRachelEsmond夫人と記す．
８）WilliamMakepeaceThackeray,Ｔ肋Ｖ７ｿ１９/"伽s,vol.I．（London:Smith,Elder,＆ＣＯ.,1878），ｐ、
２７．
９）〃〃.,１．ｐ､222.
10）Ｅﾋﾉﾉ"伽妙此ひわz(ノ（October1859,ｃｘ,438-53)．
11）Thackeray,⑰.ｃが.,ＩI.ｐ､409.
12）〃〃.,ＩＬｐｌ４９、
13）RobertAColby,０，.Ｃｉｔ.,ｐ､399.
14）JulietMcMaster,Ｔﾉ､cｿbeｍｙ,Ｚ肋ＭＶＤγＭ２ﾉCKS（Toronto:UniversityofTorontoPress,1976），ｐ、
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AStudyofWilliamMakepeaceThackeray'ｓ
Ｚ吻岡“"/Zz川
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（ReceivedOctober5,1998）
WilliamMakepeaceThackeray，ｓＴ/zcVii“"伽sdescribestheadventurouslivesof
thetwins,GeorgeandHarry,whosenttheircontrastinglivesandfinallywereobliged
tofightagaiｎｓｔｅａｃｈｏｔｈｅｒｉｎｔｈｅｂａｔｔｌｅｏｆｔｈｅＩｎdependence
TheirmotherRachelmanagedalargeplantationinVirginiaＳｈｅｈａｄｔｈｅｃｏｎserva‐
tivesensesoftraditionalorderandcustomsofEnglishsociety・Shebroughtuptheir
sonsveryrigidlyandtheyoftenrebelledagainsther・Thequarrelsbetweenthemother
andhersonsgiveaninterestingtopictｏｓｔｕｄｙｉｎｔｈｅｓｔｏｒｙ・
Harrywasaprodigalyoungman・WhenhestayedinEngland，ｈｅｗａｓflattered
becausehewasconsidereｄａｓａｎｈｅｉｒｔｏａｌａｒｇｅｅｓｔａｔｅｉｎＶｉｒｇｉniaHewasabsorbed
inseekingpleasｕｒｅａｎｄｇａｍｂｌｅｄａｗａｙｈｉｓｆｏｒｔｕｎｅＨｉｓprodigallifeshowsnotonlyhis
ownslovenlycharacterbutalsotheinsinceremannersoftheEnglishsociety・
ＷｈｅｎＧｅｏｒｇｅｆａｉｌｅｄｔｏｂｅａｗｒｉｔｅｒｉｎＬondon,ｈｅｓｕｆferedfromhardships・Buthewas
helpedandencouragedbyhｉｓｗｉｆｅＴｈｅｏａｎｄｈｉｓｆｒｉｅｎｄｓＨｅｃｏｕｌｄfindtheirwarm
heartsandthejoysandconsolationsinthepoorlifeThisshowsthatThackerayput
stressonthedescriptionofthefaithfulhumanrelationshipsinthewholesomesociety、
Ｔｈｅｓｔｏｒｙｏｕｇｈｔｔｏｈａｖｅｂｅｅｎｄｒａｍａｔｉｃｓｏｆａｒａｓｔｈｅｂｒｏｔｈｅｒsfoughtagainsteach
otherinthelndependenceWar・Georgeinheritedhisuncle'sstateandfortunein
England,soheengagedhimselfintheKing'ｓａｒｍｙ、ＢｕｔＧｅｏｒｇｅｆｅｌｔｉｔｗａｓｗｒｏｎｇｔｏ
ｆｉｇｈｔagainsthisbrotheraswellasagainｓｔｈｉｓｏｗｎｎａｔｉｖｅｌａｎｄ・Heretiredfromthe
armyandreturnedtoEnglandNomatterhowreasonablyjustifiedhisretirement
mightbe,itcertainlyresultedinspoilingthedramaticinterestofthestory．
